
帥
E:IIこ

饉

凶撃絲側案掛櫛側

□
《
樅
Щ
轟
知
pOVЮ

「
珊
斌
懸
ゼ
馬
Ю
出
珊
熙
ば
・
固
憮ゝ

Elゝ
月ヽ

工
3V9督

廿
Kく

(く
口」

之」 「
lll掘

‖
I絆
秦 性Ц 】

K撻
ど
2く
」

Q雨
ミ幕 溢 戯゙

“
DER」

1(FL」
]`燃

里
Hlllll荘

皿早ユ
ζ
畢

:llllllホ 、

く
゛
皿
翼
駆
鍬
製
郷
Q迦

晨
′
lRttlliH黙

轟
η
後
目
響
いヾ

翻
固
Q鴫

姻
kЦ

轟
知
VO

Ш
ttN鞭

艘
°
田
終
晨
6@御

KヽKttЪ
ミ
懇
ヨ
轟
短
ゼ
ρ
O轟

Ъ
噸
や
べ
Ψ

踏継
冦
]鷺

期
回
哄
麗
や
郭
獣
星

匝
優
《
《
佃
迦
′
博
Щ
鯉
赳

IR

側
砥
耐
暉
Ш
後
極
距
NttO′

llll

Ⅸ
斌
QttK I量

ビ
0ば

相
沢
Q

算
底
Jビ

′
埋
泰
Q算

獣
襄
《
ビ

Ю
後
饂
員
格
09皿

翼
回
巡
長
0

奪
凶
羅
回
N羅

眠
DN駆

嵐
御ヽ

田ヽ
,侵

暉
邸
聖
N継

襦
♪
′
」

ASDttIW皿
儡
冊
撫
側
米
奪
凶

鰹
騒
掏
職゙

ヨ
DN°

llllttIIl駆
珊
Q眼

ポ
署
0応

駅
・
眠
ポ
●
JttNtttR製

髪
′
稲

昭
N響

く
D′

駆
昼
Q枢

■
SN

剛
曝
DN“

“

駆
倒

'ミ

HNに
人R雌

昼
興
世
′
■

lElllim2Ж
N畑

O型
コ
いヽ

ミヽ
椰
瀞

長
一
エ

中
―
ミ
轟
知
N測

鰹
D′

皿
繍
冊

側
紹
QIK駅

拠
製
測
い

0°
」

Q奪
凶
ぜ
高

9′
健
8XEQ催

墨
鼠
ヨ
司
霧
SRく

0国
眠
鼠
ヨ

晨
昧
掏
眠
Nく

ツ
鵜

9′
抑
0慰

眠
澪
・
振
Hヽ

ミ
年
一
肛
燎
黎
小

一
御
K測

漱
樋
句
′
米
側
・
漱
鞭

N珊
ぺ
製

IE黙
鼠
週
期
爬
眠
Q基

Kttρ
眼
さ
い
Ю
°

Illl楓
冊
来
閥
器
奪
凶
鼠
認
や

迦
′
腿
翼
螂
嵐
型
呂
9襲

和
釈
ギ

智
bp轟

V′
til□

VIIIl楓
掛
駆

珊
QO米

氣
卜
壁
後
群
9駆

く
ツ

Sbヾ
【
紳
測
林

m°

噺
製
′
ハヽ

矢
KTミ

ツ
Rせ

QⅨ
拠
後
埒
Ю
□
ま
同ヽ

てヽ
ゝ

mヽ
螺
稲
「
小ヽ

|ト
ヘヽ

ハ
|卜
｀

lTT財
繹

＼
同ヽ

てヽ
"ヽヽ

」
樋
知
掏
鵞

絆
ゼ
′
田
終
Q鴫

慢
詭
p固

ま
局

てヽヽ
前ヽヽ

螂
佃
ミ
謡
@琲

く

掏
駆
照
DΨ

SV°
IlllttlEIN迦

0電
′
鳥
継
轟
出
来
Q同

てヽヽ
mゝヽ

製
稲
,長

ヽ
K`′

懲
駅

0阻
ぷ
ミ
認
′
極
米
ミ
継
後
《
噺

Ю
ttOll尽

髪
掏
辻

9′
出
漱
埋
聾

翠
鋼
嘔
と
ミ
運
埋
ご
N翠

い
°
弊

※
迦

Uメ
RD製

御ヽ
終
K中

急
ミ

Q繹
■

'′

へヽ
К
程
黙
後
算
K

林
Ю
轟
長
Ψ
□
終
後
鞭
巡
優
哨
Q

IH婢
響
N奥

展ヾ
馬
人R轟

量
羅
ゆ

V9掏
製
9■

°

機
鵞゙

ミ
職

Sヽ
銀

亀ヽきヽ・ミ

躊[峠1ぶ佃,hロ



り申 14輌呻 "t;そ
う命方D翡刊 み復

被
災
３
県
に
自
動
車
特
区

専
〓
維
超
党
派
で
首
相
に
提
言
へ

自
民
党
、
民
主
党
、
日
本

維
新
の
会
の
国
会
議
員
ら
の

超
党
派
勉
強
会
は
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
３
県
に
大
規

模
な
自
動
車
産
業
の
集
積
地

を
つ
く
る
こ
と
を
柱
と
し
た

提
言
を
近
く
ま
と
め
る
。
税

制
や
規
制
緩
和
で
優
遇
す
る

「
自
動
車
新
産
業
特
区
」
の

創
設
を
安
倍
晋
三
首
相
に
提

言
し
、
政
府
の
成
長
戦
略
に

盛
り
込
む
よ
う
求
め
る
。

勉
強
会
は
石
原
信
雄
元
官

房
副
長
官
が
呼
び
か
け
、
自

民
党
の
逢
沢

一
郎
、
民
主
党

の
松
原
仁
、
維
新
の
松
野
頼

久
各
氏
ら
が
名
を
連
ね
た
。

建
築
界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
呼

ば
れ
る
米
プ
リ

ツ
カ
ト
賞

を
受
賞
し
た
建
築
家
の
伊
東

豊
雄
氏
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

関
係
者

ら
も
参
画
し

て
い

る
。構

想
で
は
２
０
０
診
規
模

の
特
区
を
設
け
、
関
税
を
払

わ
ず
に
輸
入
貨
物
を
加
工

・

再
輸
出
で
き
る
保
税
倉
庫
で

自
動
車
部
品
を

‐組
み
立
て
て

輸
出
に
振
り
向
け
る
。
機
械

設
備
の
特
別
償
却
や
不
動
産

取
得
税
な
ど
の
減
免
を
認
め

る
ほ
か
、
外
国
人
技
術
者
の

入
国
基
準
の
緩
和
な
ど
外
国

人
が
働
き
や
す
い
環
境
も
整

え
る
。
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自
民
党
、民
主
党
、日
本
維

新
の
会
の
国
会
議
員
ら
の
勉

強
会
が
、東
日
本
大
震
災
の

被
災
３
県
に
、
大
規
模
な
自

動
車
産
業
の
集
積
地
を
つ
く

る
「自
動
車
新
産
業
特
区
」構

想
を
ま
と
め
、
安
倍
晋
三
首

相
に
近
く
提
言
す
る
こ
と
が

分
か

っ
た
。
安
倍
首
相
は
被

災
地
・福
島
県
を
視
察
し
て

復
興
へ
の
塗
思
を
新
た
に
し

た
ば
か
り
だ
が
、
す」
の
構
想

が
切
り
札
と
な
る
の
か
。

「
２
年
間
、
時
計
の
針
が

止
ま
っ
て
し
ま
つ
た
こ
と
を

実
感
し
た
。
復
興
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」

安
倍
首
相
は
２４
日
、
東
京

電
力
福
島
第
■
原
発
事
故
で

被
害
を
受
け
た
福
島
県
浪
江

町
な
ど
を
視
察
し
、
記
者
団

に
こ
う
語
っ
た
。
福
島
訪
間

は
昨
年
１２
月
２９
日
に
続
き
、

就
任
後
２
回
目
だ
。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３

県
で
大
量
に
発
生
し
た
震
災

が
れ
き
の
処
理
は
、
先
月
末

に
や
っ
と
半
分
を
超
え
た
ば

福
島
県
浪
江
町
の
商
店
街
を

視
察
す
る
安
倍
首
相
。

自
動

車
特
区
構
想
を
ど
う
受
け
止

め
る
か

（代
表
撮
影
）

か
り
。
住
宅
建
設
や
産
業
再

生
な
ど
、
復
興
の
加
速
は
安
砲
≫
慾
麟
鱚
虞
癬
闇
吻
雪
「
繊
輔
絋
緻
凸
鰺
鷺
苺
―‐‐
１１
一
．■

ム
４２
個
分
に
あ
た
る
２
０
０

診
規
模
の
特
区
を
設
け
、
関

税
を
免
除
し
た
り
、
機
械
設

備
の
特
別
償
却
や
不
動
産
取

得
税
減
税
を
認
め
る
な
ど
税

制
で
優
遇
し
、
外
国
人
技
術

者
の
入
国
基
準
の
緩
和
な
ど

規
制
緩
和
を
施
す
案
が
あ
る

と
い
う
。

円
安
に
誘
導
す
る

″
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
″
で
、
す
で
に
自

動
車
産
業
は
収
益
増
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
。
構
想
が
実

現
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
追
い

風
と
な
り
そ
う
だ
。



翌日)

η′
'そ

f夕 lβ 場
日  ザて 自  看孝 樹議 素ヤ 聞

璧
爵
獅
月
内
に
首
相
へ
提
言

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
東
北
に
、
自
動
車
産
業
に

特
化
し
た
特
区
を
作
る
構
想

が
超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ

り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
最
先

端
技
術
の
研
究
拠
点
や
部
品

組
立
機
能
を
持

つ
保
税
倉

庫
、
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
や
オ

ー
ト
モ
ー
ル
な
ど
を
集
積
さ

せ
た

「
自
動
車
新
産
業
特

区
」
の
創
設
だ
。
早
け
れ
ば

月
内
に
も
構
想
を
正
式
に
ま

と
め
、
安
倍
晋
三
首
相
に
提

言
す
る
方
針
だ
。

検
討
主
体
は

「超
党
派
に
よ
る

産
業
復
興

・
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

づ
く
り
政
策
会
合
」
。
石
原
信
雄

元
官
房
副
長
官
が
顧
間
を
務
め
、

自
民
党
の
逢
沢

一
郎
氏
や
民
主
党

の
松
原
仁
氏
、
維
新
の
松
野
頼
久

氏
ら
が
名
を
連
ね
る
。
震
災
直
後

か
ら
復
興
に
向
け
て
特
区
制
度
を

利
用
し
た
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
や
成
長

戦
略
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
自
動
車
の
特
区
構
想
は
こ
う

し
た
過
程
で
浮
上
し
た
。
特
区
実

現
に
よ
り
、
約
２０
兆
円
の
市
場
創

出
と
約
５０
万
人
の
一雇
用
創
出
が
見

込
め
る
と
試
算
。
全
国
に
あ
る

″自
動
車
企
業
城
下
町
″
へ
の
展

川
上
か
ら
川
下
ま
で
多
様
な
自
動

車
産
業
を
集
積
さ
せ
る

（写
真
は

既
存
の
オ
ト
ト
モ
ー
ル
）

開
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
２
０
０
惨
規
模

の
土
地
に
、
自
動
車
関
連
の
新
技

術
の
研
修
や
人
材
を
育
成
す
る
施

設
、
電
気
自
動
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
生
産
拠

点
を
誘
致
。
共
同
の
部
品
セ
ン
タ

ー
や
物
流
セ
ン
タ
ー
も
建
設
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
輸
入
し
た
自
動

車
部
品
に
つ
い
て
、
関
税
の
支
払

い
を
留
保
し
た
ま
ま
組
立

・
加
工

し
、
再
輸
出
す
る
保
税
倉
庫
な
ど

も
新
設
す
る
。
中
古
車
の
流
通
施

設
や
自
動
車
解
体
施
設
、
再
資
源

化
施
設
な
ど
を
集
積
し
た

「自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
特
区
」
も
整

備
す
る
。
新
車

・
部
品
の
販
売
や

サ
ー
ビ
ス
を
手
が
け
る
モ
ー
ル

「オ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
の

商
業
施
設
も
建
設
す
る
。

特
区
内
で
は
、
資
産
や
機
械
設

備
な
ど
の
特
別
償
却
を
認
め
た

り
、
不
動
産
取
得
税
や
固
定
資
産

税
、
事
業
税
な
ど
を
免
除
し
た
り

す
る
ほ
か
、
外
国
人
の
技
術
者
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
入
国
基
準
の
緩

和
な
ど
の
優
遇
措
置
も
実
施
し
、

入
居
企
業
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

特
区
の
候
補
地
は
未
定
だ
が
、

宮
城
県
な
ど
が
興
味
を
示
し
て
い

る
と
い
う
。
今
後
の
成
り
行
き
が

注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

「自動車新産業特区」構想(200錦 )

自動車リサイクル

ゾーン(40薪 )

解体・プレス施設

破砕・リサイクル施設

中古部品の検査・再生・保管施設

ダスト搬入・搬出施設

自動車新産業・

R&Dゾーン

(160筋 )

「オートフォーラム」※

自動車新技術のための研修。人材育成施設

EV/PHV生産拠点、物流センターなど

０た
ム
ビ

ラ
④

一
ン

フ
シ
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被災地３県「自動車特区」構想 超党派近く提言  

2013/3/25 17:32- 夕刊フジ 

 

 自民党、民主党、日本維新の会の国会議員らの勉強会が、東日本大震災の被災３県に、大規

模な自動車産業の集積地をつくる「自動車新産業特区」構想をまとめ、安倍晋三首相に近く提言

することが分かった。安倍首相は被災地・福島県を視察して復興への決意を新たにしたばかりだ

が、この構想が切り札となるのか。 

 「２年間、時計の針が止まってしまったことを実感した。復興のスピードアップを図りたい」 

 安倍首相は２４日、東京電力福島第１原発事故で被害を受けた福島県浪江町などを視察し、記

者団にこう語った。福島訪問は昨年１２月２９日に続き、就任後２回目だ。 

 岩手、宮城、福島の３県で大量に発生した震災がれきの処理は、先月末にやっと半分を超えた

ばかり。住宅建設や産業再生など、復興の加速は安倍政権の至上命題だ。 

 そんななか、被災地の産業再生の起爆剤となりそうな「自動車特区構想」が浮上した。２５日の

日経新聞朝刊によると、石原信雄元官房副長官が呼びかけ、自民党の逢沢一郎、民主党の松原

仁、維新の松野頼久の各衆院議員らが名を連ねる勉強会が、近く構想をまとめ、安倍首相に提

言し、政府の成長戦略に盛り込むよう求める。東京ドーム４２個分にあたる２００ヘクタール規模の

特区を設け、関税を免除したり、機械設備の特別償却や不動産取得税減税を認めるなど税制で

優遇し、外国人技術者の入国基準の緩和など規制緩和を施す案があるという。 

 

 円安に誘導する“アベノミクス”で、すでに自動車産業は収益増の恩恵を受けている。構想が実

現すれば、さらなる追い風となりそうだ。 

 

 福島県浪江町の商店街を視察する安倍首相。 

自動車特区構想をどう受け止めるか（代表撮影） 

 

http://www.zakzak.co.jp/society/politics/news/20130325/plt1303251540003-n1.htm 

http://www.iza.ne.jp/news/newsarticle/politics/politicsit/641104/ 

http://netallica.yahoo.co.jp/news/20130325-00000014-yfuji 

http://news.livedoor.com/article/detail/7531408/ 

http://www.zakzak.co.jp/society/politics/photos/20130325/plt1303251540003-p1.htm�
http://www.zakzak.co.jp/society/politics/news/20130325/plt1303251540003-n1.htm
http://www.iza.ne.jp/news/newsarticle/politics/politicsit/641104/
http://netallica.yahoo.co.jp/news/20130325-00000014-yfuji
http://news.livedoor.com/article/detail/7531408/


 

被災３県に自動車特区創設   自・民・維  超党派で首相に提言へ  

2013/3/25   日本経済新聞 

  

 自民党、民主党、日本維新の会の国会議員らの超党派勉強会は、東日本大震災の被災３県に

大規模な自動車産業の集積地をつくることを柱とした提言を近くまとめる。税制や規制緩和で優

遇する「自動車新産業特区」の創設を安倍晋三首相に提言し、政府の成長戦略に盛り込むよう求

める。 

 勉強会は石原信雄元官房副長官が呼びかけ、自民党の逢沢一郎、民主党の松原仁、維新の

松野頼久各氏らが名を連ねた。建築界のノーベル賞と呼ばれる米プリツカー賞を受賞した建築家

の伊東豊雄氏やトヨタ自動車の関係者らも参画している。 

構想では 200 ヘクタール規模の特区を設け、関税を払わずに輸入貨物を加工・再輸出できる保

税倉庫で自動車部品を組み立てて輸出に振り向ける。機械設備の特別償却や不動産取得税な

どの減免を認めるほか、外国人技術者の入国基準の緩和など外国人が働きやすい環境も整え

る。 

http://www.nikkei.com/article/DGXNASFS17009_U3A320C1PE8000/ 

 

 

http://www.nikkei.com/article/DGXNASFS17009_U3A320C1PE8000/


【 Nikkan Jidosha Shimbun  May 21, 2013 】 

 

Automobile-related New Industry Special Zone 

To be Proposed to Prime Minister in Early June 

 

Post-disaster Rehabilitation Area and Cities with Industrial Bases of Major 

Manufacturers, and further to Nationwide  

 

Inter-Party Policy Proposal Meeting on Industrial Revitalization and National Projects 

consisting of MPs will propose the establishment of Automobile-related New Industry 

Special Zones to Prime Minister Shinzo Abe in early June.  It considers creating such 

special zones in disaster-affected districts and prefectures in which assembly factories 

are located.  It is intended to export this type of Special Zone as a business model from 

Japan.  

 

The Policy Proposal Meeting has Nobuo Ishihara, former deputy chief cabinet secretary 

as advisor, Koji Suzuki, project-producer as organizer, ItsMP Ichiro Aisawa, Liberal 

Democratic Party, Jin Matsubara, Japan Democratic Party, Yorihisa Matsuno, Japan 

Restoration Party and others as members.  It has been discussing a rehabilitation vision 

and a growth strategy since right after the Great East Japan Earthquake using the 

Special Zone system, and the Automobile-related New Industry Special Zone is one of 

the initiatives proposed by the meeting. 

 

In a proposed Special Zone, R&D facilities on the latest technology and manufacturing 

facilities, bonded storages to import parts, and assemble and process them withholding 

the payment of customs duties, recycling business including used car business, and 

auto-malls will be constructed.  It will be a large-scale center of the automobile 

industry.  When the Special Zone was to be materialized, a new market worthy of 20 

trillion yen, and 500,000 employment opportunities would be created.  Further, the 

creation of markets and jobs in environment and new energy development and service 

industries would also be expected.  

 

The Automobile-related New Industry Special Zone can be considered to be established 

in the districts in Tohoku working to rehabilitate the local economies.  It will be also 

applied to the cities in which factories under big name automobile manufacturers are 

located.   



 

In addition, international convention complexes will be proposed to be built in large 

cities modeling after the international convention facility Suntec City/Convention with 

20-year experience in Singapore.  In such complexes, the convention facilities, offices 

and R&D facilities of automobile and other industries, and commercial facilities will be 

housed.  They will reactivate industries and promote the production of higher valued 

products.  In the future, the system to export these business models, and to help Japan 

take a leading role in the economic growth of Asia with growing markets. 

  



 

【Nippon Keizai Shimbun  March 25, 2013】 

 

Automobile Special Zones in Three Disaster Prefectures 

Study Group of MPs of LDP, JDP and JRP, submitting a proposal to PM Abe 

 

A study group comprising MPs of the Liberal Democratic Party, Japan Democratic 

Party and Japan Restoration Party is going to conclude its proposal focusing on the 

establishment of large-scale centers of automobile industries in the name of Special 

Zones of Automobile-related New Industries in which preferential treatment in the 

taxation system and the relaxation of regulations will be provided.  The group will 

submit its proposal to Prime Minister Shinzo Abe requesting him to include the Special 

Zone in the growth strategy of his government.  

 

The study group was organized under the leadership of Nobuo Ishihara, former deputy 

chief cabinet secretary, and Koji Suzuki, project-producer. Its members include, among 

others, Ichiro Aisawa of LDP, Jin Matsubara of JDP, and Yorihisa Matsuno of JRP.  

Architect Toyoo Ito, a winner of the Pritzker Architecture Prize, and an Executive of 

Toyota Motor Corporation are also attending its meetings.  

 

In the plan, special zones amounting to 200 ha in total will be created in the three 

prefectures.  There, bonded warehouses will be built in which materials imported 

without customs can be processed and exported.  Here, automobile parts and 

components will be assembled and exported.  In addition to allowing the special 

amortization of machines, and the reduction or exemption of real estate acquisition tax, 

regulations for foreign engineers and technicians to enter Japan will be relaxed in these 

zones.  

 

http://www.nikkei.com/article/DGXNASFS17009_U3A320C1PE8000/  

 

  

http://www.nikkei.com/article/DGXNASFS17009_U3A320C1PE8000/


【Evening Fuji, March 25, 2013】 

 

“Automobile Special Zones” in three Earthquake-hit prefectures: Inter-party 

group will make a proposal. 

 

 
A study group of MPs of the Liberal Democratic Party, Japan Democratic Party and Japan 

Restoration Party will prepare a proposal for “Automobile New Industry Special Zones” and will 

submit it to Prime Minister Shinzo Abe.  Recently, PM Abe visited Fukushima prefecture and 

renewed his determination to expedite post-earthquake rehabilitation work.  Can this proposal 

become a trump card for the work? 

  
“It seems like the clock has stopped its movement for the past two years.  I would like to promote 

rehabilitation efforts.”  Said PM Abe when he visited on March 24 Namiye town in Fukushima 

which was affected by the Fukushima Daiichi Power Plant accident.  It was his second visit to 

Fukushima after he resumed his second premiership following one on December 29, 2012. 

 

Enormous amounts of earthquake/tsunami debris in Iwate, Miyagi and Fukushima prefectures have 

been only halved by the end of last month.  The acceleration of rehabilitation work including house 

construction and industrial revitalization is urgent job for the Abe government. 
 

Under such a circumstance, the idea of “automobile special zones” came out which may provide a 

spark for industrial revitalization in the disaster area.  According to the Nippon Keizai Shimbun 

morning paper on March 25, a study group led by Nobuo Ishihara former deputy chief cabinet 

secretary and Koji Suzuki project-producer with Ichiro Aisawa of LDP, Jin Matsubara of JDP, and 

Yorihisa Matsuno of JRP as members will make a proposal to be submitted to Prime Minister Abe in 

a short time to be included in the government’s growth strategy.  It proposes the establishment of 

special zones amounting to 200 ha in area in which customs are exempt, machines and equipment 

will be specially amortized, real estate acquisition tax will be reduced or exempt, and regulations for 

foreign engineers and technical staffers to enter and work in Japan will be relaxed.  
  
Thanks to the “Abenomics” inducing Yen depreciation, the automobile industry is receiving a benefit 

of increased profits.  If the proposal was to be implemented, the industry would enjoy further 

benefits. 

  

 PM Abe looks around a shopping street in Namiye town in Fukushima.   

What will be his response to the proposal of establishing automobile special zones?  
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